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冬
 将 棋 に 飛 び こ も う

take  free

特 はじめての将棋教室
将棋日和になりました！集



はみだし読者トーク① 
「将棋ことはじめ」とてもためになります！　豆知識が増えました。 （東京・20 代女性）

　　　  て、あなたは今、将棋に興味
　　　   を持ちました。
　それなのに、なんということでしょ
う。相手がいません。プロ棋士が出演
するイベントも、そんなに都合よくは
開かれません。
　でも心配は要りません。新聞を開い
てみましょう。

　全国紙や一部の地方紙、スポーツ紙
には「将棋欄」があります。お隣に「囲
碁欄」があることも多いです。
　一面に「囲碁・将棋○面」と書かれ
ていることもあるので、お家の新聞を
チェックしてみてください。

　将棋欄には、プロの棋譜（きふ）が
載っています。棋譜とは、将棋の指し
手を符号で記録したものです。　
　棋譜の横には文章が掲載されていま
す。指し手の解説や棋士のエピソー
ド、対局中の様子などが書かれていて、

「観戦記」（かんせんき）と呼ばれます。
観戦記を書く人のことを「観戦記者」
と言います。

　観戦記では一局を数回に分けて紹介
します。その日に載る指し手の図面が
掲載されているので、途中からでも読
むことができます。

　観戦記の楽しみ方はいろいろ。

将棋を指さない方は……
　解説を飛ばしエピソードを読む。
　　人柄から「お気に入りの棋士」を
　　見つけましょう。

対局相手がいない方は……
　図面と棋譜を見ながら、将棋盤に並
　べてみる。
　　あなたもプロ棋士と対局している
　　気分に！

棋力アップを目指す方は……
　その日の最終図を見て、次の日の第
　一手を予想する。
　　文中にヒントが隠れていることも
　　あります。

腕に自信のある方は……
　頭の中に図面を浮かべ、棋譜を読み
　ながら脳内で駒を動かしてみる。
　　数手先の局面を正確に把握するの
　　は「読み」の大事な訓練になります。

　読み始めは難しく感じるかもしれま
せんが、そのうち慣れます。
　新聞は毎日読むから、身近なもので
すね。
　自分に合った方法で、Let's 将棋！
　　　　　　　　　（文・Ｋｅｉｋｏ）

23

2010 年春創刊の将棋フリーペーパー。
駒を得するという意味の将棋用語「駒得」が名前の由来。
だれでも読める、お得で楽しい情報誌を目指しています。
駒 doc. が将棋に興味を持つきっかけとなり、ファンが
増えて、ますます将棋が盛り上がりますように！
　　　　　　　　　　  （発行者　女流棋士 北尾まどか）
　　
　　☆読者の皆様からの投稿、お便り大歓迎です☆
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☗
加
古
川
青
流
戦
と
新
人
王
戦
の

優
勝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初

め
て
の
大
舞
台
だ
っ
た
の
で
緊
張

し
ま
し
た
が
、
良
い
経
験
で
し
た
。

☗
と
て
も
き
れ
い
な
手
で
す
ね
。

　
苦
労
し
て
い
な
い
で
す
か
ら
ね
。

棋
士
は
頭
し
か
苦
労
し
な
い
職
業

な
の
で
。
将
棋
以
外
は
何
も
し
て

い
な
い
で
す
か
ら
。

☗
好
き
な
駒
は
？

　
歩
で
す
ね
。
歩
を
取
る
の
も
、

と
金
を
作
る
の
も
好
き
な
の
で
。

☗
千
日
手
（
※
）
が
多
い
こ
と
か

ら
「
千
日
手
王
子
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
？

　
聞
い
た
こ
と
な
い
単
語
が

（
笑
）。
千
日
手
は
あ
ま
り
結
果
に

結
び
つ
か
な
い
の
で
、
徐
々
に
減

ら
し
て
い
こ
う
と
。
で
も
相
手
が

千
日
手
を
望
ん
で
き
た
場
合
に
、

打
開
す
る
こ
と
は
性
格
上
で
き
な

く
て
、
望
む
と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て

し
ま
う
の
で
。
戦
い
は
避
け
る
方

な
ん
で
す
け
ど
、
千
日
手
は
別
に

白
黒
決
着
が
つ
く
わ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
し
、
無
理
に
打
開
し
て
駒
損

す
る
の
が
嫌
で
。
消
極
的
と
い
え

ば
消
極
的
で
す
け
ど
。

☗
で
も
疲
れ
ま
す
よ
ね
。

　　　　　   1992 年 9 月 5 日生まれ。
神奈川県横浜市出身。安恵照剛八段門
下。2004 年 9 月、6 級で奨励会入会。
2009 年 10 月、17 歳でプロ棋士四段。
2010 年、白瀧あゆみ杯争奪戦優勝。
2011 年、公式戦 18 連勝で将棋大賞「連
勝賞」を受賞。2012 年 4 月、竜王戦連
続昇級により五段昇段。10 月、若手棋
士の登竜門とされる、加古川青流戦と新
人王戦で優勝。著書に『永瀬流 負けな
い将棋』（マイナビ将棋 BOOKS）。

第 1 2 回ゲスト

永
なが

瀬
せ

拓
たく

矢
や

五段

　
体
力
に
は
自
信
の
あ
る
方
な
の

で
、
時
間
が
長
い
分
に
は
別
に
。

カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
を
常
備
し
て
、

い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
千
日
手
を
前
提
に
。

☗
ご
自
身
の
棋
風
の
特
徴
は
？

　
終
始
粘
っ
て
い
る
と
い
う
か
。

ま
っ
す
ぐ
は
行
か
な
い
ん
で
す
け

ど
、
負
け
に
く
い
よ
う
に
意
識
し

て
い
ま
す
ね
。
負
け
る
と
終
わ
り

で
す
か
ら
、
一
発
じ
ゃ
負
け
な
い

よ
う
に
。
駒
音
は
高
い
方
な
ん

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。
気
合
を
入

れ
て
、初
手
か
ら
「
負
け
ん
ぞ
！
」

と
。
疲
れ
ま
す
け
ど
、
若
い
う
ち

は
こ
れ
で
良
い
か
な
と
。

☗
扇
子
を
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す

よ
ね
。
好
き
な
言
葉
は
？

　
強
い
先
生
や
羽
生
世
代
の
棋
士

は
み
な
さ
ん
扇
子
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
真
似
を
し
て
強
く
見
せ

よ
う
と
。
新
人
王
戦
の
決
勝
三
番

勝
負
で
一
度
負
け
た
の
が
「
堅

忍
」
と
い
う
扇
子
な
の
で
、
そ
れ

は
や
め
ま
し
た
。
佐
藤
康
光
王
将

の「
天
衣
無
縫
」（
て
ん
い
む
ほ
う
。

技
巧
が
な
く
自
然
な
ま
ま
で
美
し

い
こ
と
）
と
、
木
村
一
基
八
段
の

「
百
折
不
撓
」（
ひ
ゃ
く
せ
つ
ふ
と

う
。
何
度
失
敗
し
て
も
志
を
曲
げ

67

な
い
こ
と
）
と
い
う
扇
子
を
よ
く

使
っ
て
い
ま
す
。「
天
衣
無
縫
」

は
自
分
に
全
く
縁
が
な
い
と
こ
ろ

が
好
感
が
持
て
ま
す
ね
。
次
元
が

違
う
と
い
う
か
。「
百
折
不
撓
」は
、

自
分
に
近
い
感
じ
が
し
て
好
き
で

す
ね
。
私
は
習
字
が
苦
手
で
、
色

紙
に
書
く
言
葉
は
「
根
性
」
の
み

で
す
。
将
棋
と
い
っ
し
ょ
で
根
性

の
み
で
。

☗
負
け
る
悔
し
さ
と
勝
っ
た
嬉
し

さ
と
ど
ち
ら
が
大
き
い
で
す
か
？

　
私
は
勝
っ
た
と
き
の
嬉
し
さ
が

あ
ま
り
な
く
て
、
負
け
る
と
つ

ら
い
の
で
勝
つ
だ
け
な
ん
で
す
。

勝
っ
て
も
次
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
、

次
が
。
勝
つ
と
誰
と
戦
っ
た
の
か

も
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
で
す
が
、

負
け
る
と
忘
れ
ら
れ
な
く
て
引
き

ず
り
ま
す
ね
。

☗
気
分
転
換
は
？

　
し
な
い
で
す
。
つ
ら
く
な
っ
た

ら
つ
ら
い
で
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ね
。
趣
味
が
な
い
ん
で
、
何

か
に
逃
げ
よ
う
と
い
う
気
に
な
ら

な
い
ん
で
す
。
で
も
食
べ
る
の
が

好
き
な
の
で
、
暴
飲
暴
食
で
は
な

い
ん
で
す
け
ど
、
食
べ
れ
ば
す
っ

き
り
し
ま
す
ね
。
低
血
糖
に
な
り

や
す
く
て
、
食
べ
な
い
と
倒
れ
て

し
ま
う
の
で
。
対
局
中
も
ご
飯
は

ガ
ッ
ツ
リ
食
べ
ま
す
ね
。

☗
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
？

　
肉
が
好
き
で
、
ゴ
ー
ヤ
と
カ
ラ

シ
と
ワ
サ
ビ
が
だ
め
で
す
。
二
十

歳
に
な
っ
て
も
直
ら
な
く
て
。

☗
将
棋
が
嫌
に
な
っ
た
こ
と
は
？

　
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
一

切
な
い
で
す
。
負
け
た
ら
自
分
が

弱
い
だ
け
で
す
し
。
運
の
良
さ
と

か
は
な
い
で
す
か
ら
。
負
け
た
ら

す
ぐ
反
省
で
き
る
の
が
将
棋
の
良

い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
で
も
思
う
よ

う
に
勝
て
な
か
っ
た
奨
励
会
の
頃

は
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。
今
思
う

と
努
力
を
全
く
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
勝
と
う
と
思
っ
て
い
た
の

が
驕
り
で
し
た
が
。

☗
棋
士
に
な
っ
て
か
ら
一
番
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
？

　
初
め
て
の
対
局
の
時
に
、
思
わ

ず
記
録
係
の
席
に
座
ろ
う
と
し
た

ん
で
す
。
今
ま
で
対
局
者
の
方
に

座
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
。
あ
、

こ
ち
ら
な
の
か
と
気
が
つ
い
て
自

分
で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
し

か
も
相
手
が
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

だ
っ
た
の
で
、
私
が
上
座
に
座
る

わ
け
な
ん
で
す
。
す
ご
い
違
い
で
、

変
わ
っ
た
ん
だ
な
と
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
記
録
を
取
る
側
か
ら
、
取

ら
れ
る
側
に
。
プ
ロ
に
な
っ
た
実

感
が
わ
き
ま
し
た
ね
。

☗
憧
れ
の
棋
士
は
い
ま
す
か
？

　
憧
れ
の
棋
士
は
鈴
木
大
介
八
段
。

尊
敬
す
る
棋
士
は
戸
辺
誠
六
段
で

す
。
両
先
生
と
も
面
倒
見
が
良
く

て
、
す
ご
く
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
し
。
お
二
人
の
将
棋
と
人
柄

に
は
か
な
り
影
響
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

☗
永
瀬
先
生
は
ご
兄
弟
は
？

　
妹
と
弟
が
い
ま
す
。
妹
が
十
四

歳
で
、
弟
は
十
歳
で
す
。
年
が
離

れ
て
い
る
の
で
、
可
愛
い
で
す
ね
。

正解率は
68.0%
でした！

※千日手（せんにちて）　同一局面が４回現れること。千日手は引き分けとし、先手後手を入れ替えて指し直す。
　　　　　　　　　　　 但し、連続王手の場合は攻めている方が手を変えなければ反則となる。

profile



はみだし読者トーク②
 「この手だれの手？」でいろんな棋士の方のお話が伺えるのが楽しみです。（兵庫・40 代男性）

はみだし読者トーク③ 「にゃん手で詰めて！」のネコちゃん可愛い！　
　　　　　　　　　　　ぜひ、オリジナルグッズ作ってください！（千葉・30 代女性）） 89

第 13 回出題第 13 回出題

新人王戦で準優勝、
好きな言葉は「直線一気」！
女流棋士のお母様似の、
笑顔が優しい棋士は？
　　　　       （応募方法 p.22）

photo/ 松本哲平

☗
将
棋
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
小
学
三
年
生
の
時
に
、
去
年
亡

く
な
っ
た
祖
父
に
教
え
て
も
ら
っ

て
。
祖
父
も
初
心
者
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
し
ょ
う
ね
。
私
に
と
っ
て
は
良

い
き
っ
か
け
で
し
た
。
頭
を
使
う

ゲ
ー
ム
で
す
し
、
親
も
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
よ
り
は
明
ら
か
に
良
い
と

思
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
誕
生
日

に
も
ら
っ
て
、
そ
れ
か
ら
毎
日
二

人
で
指
す
よ
う
に
。
将
棋
は
す
ぐ

に
好
き
に
な
り
ま
し
た
ね
。
ゲ
ー

ム
は
全
般
的
に
好
き
で
、
下
手
な

ん
で
す
け
ど
、
将
棋
は
努
力
し
た

分
だ
け
強
く
な
れ
る
ゲ
ー
ム
な
の

で
。
そ
こ
が
将
棋
の
一
番
好
き
な

と
こ
ろ
で
す
。
ま
っ
す
ぐ
努
力
す

れ
ば
結
果
に
結
び
つ
い
て
、
い
ず

れ
必
ず
強
く
な
れ
る
の
で
。
将
棋

を
職
業
に
で
き
て
、
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

☗
社
団
戦
の
会
場
で
以
前
お
見
か

け
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
棋
戦
も
見
に
行
か

れ
た
り
す
る
ん
で
す
か
？

　
蒲
田
将
棋
道
場
で
十
年
程
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

方
々
の
応
援
と
か
。
活
気
が
あ
り

ま
す
し
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

人
間
は
プ
ロ
も
ア
マ
も
違
い
が
な

い
で
す
か
ら
ね
。
一
生
懸
命
や
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
。

☗
努
力
を
続
け
ら
れ
る
秘
訣
は
？

　
自
分
に
優
し
く
し
な
い
こ
と
で

す
か
ね
。
二
年
前
の
新
人
王
戦
で

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
に
負
け
た
時
に
、

鈴
木
先
生
に
叱
咤
激
励
し
て
い
た

だ
い
て
。
そ
れ
が
原
動
力
に
な
っ

た
の
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自

分
に
厳
し
く
、
妥
協
し
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

☗
応
援
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

2012 年 11 月取材　
interview/ 葉 　
photo/ 陽



東京・将棋会館で 9 月 29 日に行われた
「第７回将棋日和」。参加者は女性限定、
将棋を知らなくても楽しめる、若手棋士
の手作り将棋イベントです。参加者に感
想をお聞きしました。（写真左から、戸
辺誠六段、山口恵梨子女流初段、広瀬章
人七段、佐藤紳哉六段、金井恒太五段、
藤森哲也四段） （photo/ 裕＆葉）

棋将 日 に和 な り ま し た ！

札幌から参加しました。将棋を始めたば
かりで弱いし、将棋会館に行くのも初め
てで、イベント開始までは不安な気持ち
が大きかったです。でも始まってからは、
笑いあり、サプライズありの、とっても
楽しいイベントでした！ 棋士の先生方も
優しくて面白かったですが、何より他の
将棋女子のみなさんと出会えたこと
がすごく嬉しかったです。地方だとなか
なかイベントに参加しづらいですが、今
回は行って良かったことばかりだったの
で、また行きたいと思います！（ちぃ）

噂に聞いた「将棋日和」、私は初めての
参加でした。「３回目のデートの服
装」という設定 の完全私服姿の先生
方にまずビックリ！　みなさん意外な
一面を覗かせたトークショーは楽しく
て笑いっぱなしでしたし、憧れの特別
対局室での郷田棋王との指し初め式は
強く印象に残りました。全体を通して
「将棋を楽しんでもらいたい」「もっと
好きになってもらいたい」という先生
方の想いが溢れていて、幸せな気持ち
で帰路につくことができました。来年
もぜひ参加したいと思います！（裕）

どうぶつしょうぎ王決定戦

トークショー

郷田真隆棋王と指し初め式♪

初めての参加。郷田先生の指し初め式は緊張
しましたが、先生自ら一人一人に次の手のヒ
ントや指した手の意味を丁寧に説明して下さ
り、嬉しかったです。貴重な体験を本当にあ
りがとうございました。藤森先生による初心
者への１０枚落ち必勝講座は、１５分程の短
い時間で駒の動きから解説。「大駒を成って
２枚で攻めれば勝てる」の言葉通り、はじ
めての対局でしたが王様を詰ます事が
できました ^^。特別対局室や控室など、
普段では入る事の出来ない場所にも行けまし
た。控室では佐藤紳哉先生と山口先生のお茶
のサービスも！　先生方持参のお菓子も
頂きました。ごちそうさまでした。（さくら）

３回目の参加。初めて参加した将棋イベントが「将棋
日和」で、何も知らない私が棋士の方と触れあえて、
こんなに贅沢で幸せでいいのだろうか、と思った、
今までで一番思い出に残るイベントです。トーク
ショーでは広瀬七段や金井五段の意外なトークに大笑
い。戸辺六段や藤森四段の人柄の良さに心が和みまし
た。サービス精神あふれる佐藤紳哉六段は、今回一番
の年長、と思っていたら、なんと特別対局室に郷田棋
王が登場！　みんながぽ～っと郷田棋王を見つめてい
ました。初めて入った控室で、テレビに映る対局室の
盤面と手を見ていると、いつも順位戦中継で見て
いるのと同じ場所にいる、ということの感動が
押し寄せてきて、胸がいっぱいになりました。（葉）

５回目の参加。ぐるぐる将棋は先生方が一言かけて
くださるのが楽しいです。今回一番カラかったのは
佐藤紳哉先生でした。特別対局室は応援している先
生が前日対局されていたので、ここに座ってこん
な景色を見ていらしたのか と感慨もひとしお。
郷田棋王登場にどよめきが。いざ盤をはさむと緊張
して駒を間違った所に動かしてしまいました。先生
方の素顔に触れるのも楽しいですが、棋士のすごさ
を感じられるような企画も期待しています。（和）

ぐるぐる将棋

ティータイム

記念グッズ販売
1011



はみだし読者トーク⑤ いろいろなフリーペーパーを読んできましたが、『駒 doc.』は特に楽しめま
した。将棋初心者ですが、この冊子には心が癒されるような気持ちになります。（鹿児島・30 代男性 ) 1213

はみだし読者トーク④ 加藤一二三九段のインタビューがとても充実していて読みごたえがありました。
『駒 doc.』は装丁も毎号大好きで、次号も楽しみにしています。（沖縄・10 代女性）
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1617
はみだし読者トーク⑦「世界の将棋展」が興味深かったです。駒にそれぞれ個性があって面白い！　
　　　　　　　　　　　文化の違いが反映されているのかもしれませんね。（東京・20 代男性）

はみだし読者トーク⑥ 表紙の写真が素敵で手にしました。将棋に詳しくない私でも、隅隅まで　　
　　　　　　　　　　 読み切るほどのわかりやすい、楽しい内容でした。（神奈川・30 代女性）
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はみだし読者トーク⑧
初めて読みました。おもしろかったです。どうぶつしょうぎに興味を持ちました。（大阪・40 代女性）



はみだし読者トーク⑨ 書店のカウンターにおいてあり、初めて拝読しました。にゃん駒たちが可愛　　
　　　　　　　　 　　くてほっこりしました。バックナンバーも読んでみたいです。（30 代女性） 2021

vol.３

「ねこまど将棋教室」スタート！詳しい情報はねこまどブログをご覧ください。http://nekomadoblog.jugem.jp/

　将棋は誰でもできます。大人も子どもも、
みんな対等に勝負できるのが良いところ。
　小さい頃におじいちゃんに教わった男性も
いれば、大人になってから習い始める女性も。
 
　将棋によって、いろんな力が身につきます。
　効率よく駒を動かす工夫をしたり、相手の
狙いを予測しながら先を読むことで、構想力
が養われます。指し手を決める決断力や、
不利になっても諦めない忍耐力なども養わ
れ、勝負によって精神的にも成長します。

　頭を鍛えるだけでなく、良い姿勢も大切。

　背筋をぴしっと伸ばしたプロ棋士の対局姿
は美しいでしょう？
　背中が丸まっていると、実は指しにくいの
です。正座で将棋盤を前にすれば自然と姿勢
が良くなりますよ。
 
　「将棋を指すのが難しい！」と感じる方は、
まずは形から入ってみましょう。
　綺麗に駒を並べること、が第一歩☆　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（北尾まどか）

将 棋 で 身 に つ く
た く さ ん の こ と
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将 棋 で 身 に つ く
た く さ ん の こ と
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監 修 ・ 女 流 棋 士 上 田 初 美
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介
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女 性 の た め の 将 棋 の 教 科 書
― 誰 で も 簡 単 に 始 め ら れ る 入 門 編

「
さ
ぁ
、

 

将
棋
を

 

始
め
ま
し
ょ
う
」

お気に入りページ
上田女王の

定価・1407 円（税込）

（土屋書店）



http://sakaishoyu.web.fc2.com/index.htm
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サポーター

大募集！！

冬号応募〆切
2013 年
２月 15 日（金）

協賛金により『駒 doc.』を支えてくださる方を
募集しています。1 口 2000 円。
応募された方には優先的に『駒 doc.』をお送り
いたします。5 口以上協賛いただいた方には、「駒
doc. オリジナルグッズ」をプレゼント！「オリ
ジナル駒 doc. 根付」の特典がつく、年間サポー
ターもあわせて募集中です。
お支払いはクレジットカード・銀行振込がご利
用になれます。詳しくは編集部 info@komadoc.
com までお問い合わせください。

秋山努 / いもっこ / 入山隆 / いろは将棋教室
/ 牛鳴坂法律事務所 / 王手飛車 / 片山あつ子
/ 川崎邦宏 /Guten Tag/ ｹﾞｰﾑｽﾍﾟｰｽ柏木
/kota/ 七 篠　 雷 太 / し ま う ま / 如 水 和 也 /
慎秀 / 須藤 敏夫 / スナ / 諏訪景子 /
ちゅう太 / とんぼ / 人形の柴崎 / 英まなぶ /
パパパな大将 / ぴーたん /
福岡ご当地しょうぎ会 / まゆみん / 村上匠 /
よこいで / 匿名希望 3 名

有明将棋教室 / 囲碁将棋チャンネル /81Dojo/
クロノス / 幻冬舎エデュケーション /
左海醤油工業 / 城東クリニック / 中島清吉商店
/ パールファクトリー / 日本将棋連盟モバイル
/ 日本バックギャモン協会 / ネバーネバーランド
/ パールファクトリー / パイロットインキ /
広島将棋センター / 文化の旅企画

『駒 doc.』では広告出稿を受け付けております。
興味のある方は下記までお問い合わせください。

広告募集

（株）ねこまど 駒 doc. 編集部
　　  info@komadoc.com
 　　☎ 03-6380-4102（平日 10 〜 18 時）

『駒 doc.』では読者の皆様からのご意
見ご感想を募集しています。将棋回文
やカップル出演のご応募、写真やイラ
スト付きの投稿も大歓迎です。
info@komadoc.com まで、皆様のご
質問、ご応募お待ちしています！

駒 doc. サポーター（敬称略）

冬号応募〆切
2013 年２月15 日（金）

編
集
後
記

協賛（五十音順）

あなたの声を駒 doc. に！

永瀬五段にインタビューした 11 月 10
日は、天童市で「将棋の日」イベントが
ありましたが、私は 11 月 17 日の「将
棋の日 in 関西」に参加しました。1 月
6 日は「とちぎ将棋まつり」に参加する
予定。全国の将棋イベントに、みなさん
もぜひ飛びこんでみませんか？　（葉）

ずっと一ファンとして読んでいた駒 doc.
に参加できて光栄です。「はじめての将棋
教室」いかがでしたでしょうか？　皆さん
も是非一度お近くの将棋教室に足を運んで
みてください！　2013 年も観る将棋ファ
ン＆指す将棋ファンの両面から、充実した
日々を過ごしたいと思います。（裕）

アンケートにお答えくださった方から抽選でプレゼントが当たります。
p.8 出題の第 13 回「この手だれの手？」解答もお待ちしております。

QR コードを読み取るか、pr@komadoc.
com に空メールを送信してください。
折り返し、応募フォーム URL を書いた
メールが届きます。（@komadoc.com 
からのメール受信制限を解除してくだ
さい。）ハガキ・FAX でも応募可能です。
詳 し く は 駒 doc. ブ ロ グ（http://blog.
komadoc.com/）をご覧ください。

いただいた個人情報は適切に管理し、「駒
doc.」とプレゼントの送付及びイベント
の告知以外では使用いたしません。

2013 年２月 28 日（木）必着

【サイン入り】
『女性のための
将棋の教科書』（３名）永瀬拓矢五段色紙（３名）

〆切

左海醤油工業提供 / 何が入
っているかはお楽しみ☆
小豆島からの贈り物（１名）

６

パールファクトリー
提供 /
真珠アクセサリー

（女性限定３名）

１ ２ ３ ４

応募方法 夏号プレゼントの真珠アクセサリーが届きまし
た。想像より遥かに素晴らしいものでしたので、
喜びと驚愕でいっぱいです。憧れの黒蝶真珠。
それもドロップ型なんて嬉しすぎです。つけて
みると私の肌にぴったりあうカラーでしたので、
もう喜びで感動しております。黒蝶真珠に誓っ
て今度こそ将棋のルールを覚えようと思います。
本当にどうもありがとうございます。（N・K）

読 者 か ら の 声

編集部の Twitter（@komadoc）も
ぜひフォローよろしくお願いします！

新発売の「ごろごろどうぶつしょうぎ」
購入して家族と対戦しています。他の読
者のみなさんも、もう体験されたでしょ
うか。「ごろごろどうぶつしょうぎ」の
コツや勝ち方が知りたい今日この頃です。

（英まなぶ）

Supporter's Vo ice
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葉

2013 年 1 月１日

神笠泰宏　daichan　ねむりねこ　裕　
松本哲平　山下智靖　山根敬江　葉　陽
糸谷哲郎　Keiko　
宮川いずみ　hirarikkuma　　　
ピエコデザイン　
mayakeru （p.4-5）　 梨 沙 帆 （p.12-13）

北尾まどか
株式会社ねこまど
〒 160 -0004　
東京都新宿区四谷 2-11- 6   VARCA 四谷 10 階
TEL ：03-6380-4102 （ 平日 10 ～ 18 時 ）
E-mail：info@komadoc.com
URL：http://blog.komadoc.com/　
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